
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度 事 業 報 告 書

1二 菫 四 墨
令和 5年度は、 の新体制が築かれ、「ひきこもり

基本法」の法制化に向けた動きが活発化した。法制化に向けた全国支部への意見を求め、第 17回 KHJ全

国大会 in千葉で意見交換を行い、自民党ひきこもり推進議員連盟にて、国及び地方公共団体の責務を明

確にした立法措置骨子 (現在非公開)が衆議院法制局から提示された。

また、厚生労働省が策定する全国の自治体向けの初指針の議論が委員会で進んだ。名称 (仮)は 「ひき

こもり支援ハンドブック～寄り添うための羅針盤」。ひきこもり期間を問わず、
「何らかの生きづらさを抱

え、他者との交流が限定的」「生活上の困難を感じ、支援を必要とする状態」にある人や家族を対象として

いる。2010年のひきこもリガイ ドラインは診断名と治療を優先する「医療モデル」に基づいており、本人

の側に問題や障害があるとする自己責任に立脚したものであった。新しい指針では、社会側の偏見や制度

上の壁、集団内の同調圧力から特性のあるものをいじめや差別などで排除する環境など、ひきこもらぎる

をえない社会的要因があることを見据えた「社会モデル」推進の幕開けとなった。それぞれの「人権」や

「人としての尊厳」を最優先に、本人視点での理解、本人と対話のできる環境を作り、自己決定を促進さ

せるための家族支援、指針が期待されている。国のひきこもり施策や人材育成を、単なる支援のノウ
ハウ

に留まらせず、上意下達でなく多様な生き方を受容できるよう社会全体の意識を変えるために啓発をして

いくことが当団体のミッションであり、そのための社会的発信にも積極的に貢献した。

各事業報告の詳細は、以下のとおりである。(l)～ (5)は収益にかかわる事業 (6)～ (10)は非収益事業

⊆】と」二回ШШ重回ム2LヨL田菫
本会  2023 年 11月 4日 (土)11月 5日 (日 ) 参加者 : 名 (実数 )

1日 目 千葉市文化センター 3Fアートホール  2日 目 千葉市民会館

全国の家族、本人、支援実践者が一堂に介する全国大会(実践交流研修会)を対面で交流・実施。

【参加者数】2日 間で延べ現地参加者 368人 (一般家族 305人 本人経験者 63人 )

大会終了後のオンデマンド申込者 25名

特別イベント<ひきこもりつながる・かんがえる対話交流会 wi†hピアサポーター>

千葉市民会館 特別会議室(3F)  参加者数:79名

全国の家族、本人、同じ目線で協働する支援者、実践者とともに、ひとりひとりの人権が守られる社会

を共に考え、対話交流、意見交換を行う場を構築した。

塑」皿Ш虫塾ニム生 ジ」[2塁王Ш饉璽墨

「たびだち」出版事業(年 4回 )※R5年度は3回 (各 3000部発行)

第 105号 2023年 7月 6日 発行 女性のひきこもり～社会に封じ込められた声
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第 106号 2023年 10月 6日発行 ひきこもりの居場所づくり

第 107号 2023年 1月 12日 発行 ひきこもりの人権 (KHJ全国大会 in千葉の模様を掲載)

第 108号 2023年 4月 15日発行 (R6年度に発行)8050を 生き抜く～今できることとはなにか～

※発行の進行管理体制を強化するために に加え、

(主に進行管理担当)を副編集長に迎えた0和 6年より新体制を構築。

⊆駆塑量[」:腫1上壺」LコロlK_E二塁l壼壼1」:里:D
「ひきこもりの理解促進と支援力向上のための研修会(基礎編・実践編)」のオンデマンド配信研修

2023年 9月 1日 (金)～9月 29日 (金)視聰者のべ 139名 (基礎編:63名  実践編:76名 )

2023年度「全世代のひきこもり支援 家族会・居場所を学ぶ研修会」2024年 3月 3日 実施

参加視聴者 計 147名  (当 日参加費(22名 )当 日・オンデマンド参加責〈17名 )

後日オンデマンド配信視聰費(61名 )オンデマンド配信視聰費:追加募集(47名 )2024年 4/1～ 5/7)

⊆】出童皿」出壺菫ヨ主壺D
の講演会とシンポジウムを開催 (当事者団体の声を発信)

開催日時:12月 3日 (日 )参 加者 :当 日参カロ。後日オンデマンド視聰 合計 255名

会場 :日 本女子大学 桜楓会館 2号館 4階ホール (家族会からも例会での視聰希望があった)

0第一部 :特別講演会 テーマrひきこもり」問題と家族について考える

ゲスト:

O第二部 :シンポジウム「家族が一歩を踏み出すために必要な支援とは何か」

社会から孤立し、家庭の中でも孤立していく家族  ケアされるべきは母親 自分を語ることが第一歩
(詳細 :N●32024年 2月 20日 理事会ニュース掲載)

⊆ 】 [巨園 Ш 墜

今和 5年度の依頼件数は85件、(今和 3年は87件、今和 4年は88件とほぼ横ばいで推移)。年度内講演実

施数は、76件であった。そのうちピアサポーターは、8件を担当した。現在、登録講師は、17名 。依頼は、北海道から、

鹿児島まで全国 30都道府県の自治体、社会福祉協議会を中心にあり、人権や介護分野の団体からの依頼も複

数件あった。

講演の内容としては、「8050問題」、「ひきこもりに関する正しい知識、理解と対応」に関するものが最も多く、「地

域での支援のしかた」や「マネープラン」などについての要望も高かった。

講演対象としては、ひきこもり支援に携わる方、福祉職。相談職に関わる方たち、民生児童委員などが多かった。

KHJの家族会に所属する講師が他県で家族教室を担当するケースも複数あった。

近年の特徴としては、以前、依頼があった団体から再度 KHJに依頼をいただくケースが増えている。また、講演

を聞きにきた参加者から次の依頼をいただくことあり、講師陣の質が依頼者のニーズを満たしている結果とも言え

るだろう。

(6)ビアサポート事業 (公益財団法人SOMPO福祉財団 NPO基盤強化資金助成事業)

① 2023年 3月～5月 :ピアサポート活動状況調査の実施



(441名 認定中、活動は半数  5割家族 本人 3割 協働者 2割 )

② 2023年 5月 ～10月 :ピアサポーターによる問題・困難事象への対応・ヒアリング及びピアサポ活動継続

のための基盤づくり(責任体制)について理事会、全国の支部長、ピアサポーターからのヒアリングととも

に検討し今後の活動基盤方針を策定 【ピアサポーター制度を認定制→修了制へ】

③ 2023年 11月 :ピアサポーターとの対話交流を通して、ひきこもりへの横断的な理解を広げる「対話交流

会」の実施 参加者数:79名 (一般・支援者:33名 家族:22名 本人:6名 ピアサポーター:18名 )

④ 2024年 2月 :活動基盤、相談体制強化、コンプライアンス理解のための支部長研修及び現認定ピアサ

ポーターヘの継続研修の実施 (動画視聰研修)

●ピアサポート活動の目的事例紹介と事例検討 ●ハラスメントについて学ボ
・参加支部:28支部  参加者数:143名 〈支部長:28名  ピアサポーター:|15名 )修了証送付

⊆述
=菫
上■企壺整

KHJが発信する情報サイト「ひさこもリポータル」は、2022年度より、ひきこもり状態にあるご本人やそのご家族

(ご両親、ごきょうだい)のために、安′むできる情報を届けするサイトとして運営が始まった。現在は、KHJの家族会

21団体を掲載している。

但 旦 1岨奎 菫 ヨ ロ ロ 墜

①KHJ理事会ニュースを隔月発行でスタートし、下記号を全支部に配信した。

No.12023年 10月 23日  KHJ第 17回 全国大会 IN千葉 11/4(土 )5(日 )
NO.22023年 12月 20日  当会の考えるひきこもり基本法〈案)の趣旨について

No.32024年 2月 20日  能登半島地震の被災地家族会を訪問 〈義援金をKHJ北陸会へ)

②支部相談会 (毎月 第3金曜日 開催をスタート。支部との情報交換、意見交流を活性化した。

計 8回開催 (2023年 8月 ～2024年 3月 )のべ87名の役員会員が参加〈各回平均 5支部・11人 )

C≧磨 ■」■ヨ腱 墜

`型
4笙ユ EL二劃 ■ 口慶ご震匹 2慶=L

2023年度く0和 5年度)KIJひきこもり彙は調査

「ひきこもり本人
=族
の実鮨と求められる支撥斗 素に

"待
すること」

●実簿調生の彙お錮間:0わ 61年 1月 00日～0'6年 3月 31日
●回客数:ひきこもり者のいる車涙46名 .本人 145名 ∝ 椰会員.Web上での不特定多数)

⊆ユコ 1量塾菫出艶凶堕聾墜

●内閣府 就職水河期世代支援の推進に向けた全国プラットフォーム会議出席

●厚労省 自治体向けマニュアル (仮 )検討委員会

●きょうされん:インクルーシブ雇用議連会議

●厚労省:今和 5年度ひきこもり地域支援センター職員等への人材養成研修委員

●厚労省 :ひきこもりVoiceStation全 国キャラバン委員会



2」E墨塑亘薗Ш二回す壺聾菫

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 9,965 】千円)
疋欣 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

(1)
族のメ
ヘ ル ス

業

当該家
ンタル
ケア事

①月例会、家族会の助言
②親。兄弟姉妹の相談、カ
ウンセリング

毎月数回ず

レ
つ

① ②

各 支

部 の

公 的

会館

約 2人
会員と新

規参加者

延 べ 約
200人 247

(2)中 間的
支援事業

①オ
家族
支援
②多
につ
③中
や連

ンラインの居場所 。

会創出促進のための

様な生き方・働き方
いての理解促進
間施設との情報交換
携
⑤ ボランティア、社
会参加支援

本部及び各

支部月に 1

回程度、定期

的開催

本 部

及 び

各 支

部 の

‖う‐
了日 メこ

さ れ

た 会

場

約 10人

D)会員と

希望当事

者

延 べ 約
1, 00
0人

2

(3)ピアサ
ポー ト事業

①ピアサポーター及び家
族会活動&行政との連携
のニーズ調査
②ピアサポーター養成研
修・フォローアップ研修
③ピサポーター実践活動

4月 ～翌年

3月

本 部

及 び

各 支

部、オ

ン ラ

イン

約 20人

′、

希

族

■a
徊

員及び

望 家

、当事

延べ約
400人 662

(4)研修、セ
ミナー、フォ
ーラム等の開
催事業

支援者向け研修

4月 ～翌年

3月

オ ン

ラ イ

ン

約 20人

会員、関

係者、支

援者、専

門家

延べ約
300人 1,507

(5)全 国の
支部活動の支
援、及び新支
部設立支援等
の事業

第 17回 KHJ全国大会 in
千葉を開催

11月 4日・5

日
千葉 約 60人 社会一般 国内不特定多数

353

(6)機関誌、
ホームページ
等の発刊発送
事業
ぶ炉織ょ
て刷新

8讐顕縫』新管還
ジ`①季刊 ②
③随時

本部

①40名

②③3名

～10名

会員と当

該家族と

社会一般

国内外不
特定多数

2,982

(7)メ デ ィ
ア対応事業

各種メディア (国内外の
新間、TV、 雑誌等)の取材、
寄稿

随時

本部・

各 文

部

10人
一 般 社

会・行政

国内外不
特定多数

0



(8)調 査研
究事業

行政
りの
関す
家族
状況
の影

と連携 したひきこも
地域家族会の活動に
る調査研究事業
会の実態調査～設置
・運営状況・コロナ禍
響について～

11月 ～翌

年 3月

本部・

各 支

部

20人

全国の家

族、本人、

行政、支

援関係者

国内外不
特定多数

49

(9)講演、講

雪蟹
遣、執筆

行政自治体社協等への講
演会の講師派遣

#実
績
:曇諾憚袋彎

11746 随時
関 係

機関
30人

会員と全

国の当該

家族、行

政、支援

関係者

全国不特
定多数

2,809

(10)出版事
業

ひきこもりに関する出版
物・発行物・ガイ ドブック
DVD発行と頒布

随時 本部 約 10人

会員と全

国の当該

家族、行

政、支援

関係者

全国不特
定多数

0

(ll)当 該関
連受託・委託
事業

①東京都ピアオンライン
相談事業

②江戸川オンライン居場
所運営

随時

本 部

及 び

各 支

部

① 6人

②50人

会員と全

国の当該

家族、行

政、支援

関係者

全国不特
定多数

1,116

(12)地域共
生社会の推進
事業

①家族や本人へ
ルヘルスケア及
正と社会的理解
け
②議員や関係省
省、内閣府等)と
働
③地域社会資源
機関との連携

のメンタ
び偏見是
の呼びか

庁 (厚労
の官民協

、関係諸

随時

各 支

部 な

ど

全国の役

員約 30

0人

会員や社

会全体

全国不特
定多数

220

(3)ピアサポー ト事業の事業費は、損保ジャパン事業を含む

(6)機関紙発刊事業の事業費は、中央共同・基盤事業を含む



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和5年度 活動計算書 (その他事業が二迅:主場合)
特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会

事 業 報 告 用

B

正会員受取会費
賛助会員受取会費

1,184,000
160,000

2 受取寄附金
受取寄附金
施設等受入評価益

650.068
650,068
0

3~1露取両蔵:至専「
受取助成金

受取補助金

2.690,000
2,690,000

0

1)当該家族のメンタルヘルスケア事業収益
2)中 間的支援事業収益
3)ピアサポー ト事業収益
4)研修、セ ミナー、フォーラム等の開催事業収益
5)全国の支部活動の支援、及び新支部設立支援等の事業収益
6)機関誌、ホームページ等の発刊発送事業収益
7)メ ディア対応事業収益
8)調査研究事業収益
9)講演、講師派遣、執筆事業収益
10)出版事業収益
11)当 該関連受託・委託事業収益
12)地域共生社会の推進事業収益

273,811
13,320
132,000
2,701,100
71,830
3,390,964

0

0

3,625,539
0

1,380,285
0

11.588.8494 T票収益

6.753の5 その
8

6,7451
受取利8
雑収益

経 常 費 用

1 2,604.

給料手当
臨時雇賃金
通勤費

2,551,827
0

52,488

2 の 7

売上原価
諸謝金
印刷製本費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃
賃借料
諸会費
交際費
研修費
支払手数料
租税公課
新聞図書費
広告宣伝費
雑費
業務委託費
リース料
支払助成金
支払寄附金

0

3,733,492
701,130
15,900
1,321,666
366,970
110,472
0

0

128,024
5,000
80,407
10,000
128,846
3,600
0

0

0

452,234
0

300,000
3,000

.T■日■■■■■■■■[5:::Elrコ :口■■■ヨ



印刷製本費
会議費
交際費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃
賃借料
諸会費
新聞図書費
リース料
租税公課
支払手数料
支払助成金
業務委託費
雑費

4.343.9

,936.666

2
1

3,844,100
87,979
411,898

734,126
138,245
0

0

127,046

給料手当

法定福利費
通勤費

349,000
104,321

36,000
663,200
41,526

r,099, 187
38r,958
184,467
924, 000
29,400

0
9,350

ll4,840

(2)その
諸謝金

当 期 経 常 増 減 額 A B

130,000

C

過年度損益修正益
固

443

D

69正

災害損失
固

当 期 経 常 外 増 減 I C
・
D】  ・・・② -563_■43

額 ① +②  ・・・③税  ]1 前  当 : ,

70.000
7.580,382

及 び人税、住民
正

3.980.910:籠 )― (

■E‖口iヨロヨロ

粥■亜]■Eヨ■J

|



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和5年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会

′

i動資2

現金預金

未収金

前払金

仮払金

5,563,470
765,534
0

0

6,329,004

6 9 004饉産合
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令和5年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

竜要′.会」上方,|
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会
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書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和5年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非 利活動法人 KHJ全 国ひきこもり家族
`(単位 :円

現金預金
手元現金
ゆうちょ銀行普通預金
ゆうちょ銀行普通預金
ゆうちょ銀行当座預金
PayPay銀 行普通預金
PayPay銀 行普通預金
PayPay銀 行普通預金
P8yPay銀行普通預金
住信SBIネ ット銀行普通預金
みずほ銀行普通預金
楽天銀行普通預金
未収金
令和5年度年会費 未収分

5.563.470

765.534
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 J[常臆だぢF辮騒l:鮮ξ闘編露翻麗需所並

1亜翌1整]塵遊型 =ゝ_幽重≧旦奎主E」型 家」医鐘 塗全

1 確認事項 (法第20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
●各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 監事

フシ
゛
オカ キヨト 令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年  月  日

年  月  日藤岡 清人

2 監事

ヤマモト ヒロミ 令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年:   月   日

年  月  日山本 洋見

3 監事

イケカ
゛
ミ マサキ

池上 正樹
 

令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年

年

月   日

月 日

4 監 事理 事

ナカカ・イト マサカス・ 令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年 月

月

日

日年中垣内 正和

5
サカイ モトヒロ 令和 5年 4月  1日

令和 6年 3月 31日

年  月  日

年  月  日境 泉洋

6 監事
サカモト イサオ

坂本 勲

令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

7 監事理 事

タナカ ヨシカス' 令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年   月 日

日年 月田中 義和

8

ヒハ ナ チカコ 令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年 月

月

日

日年日花 睦子

9 監事
タカワ マサス
゛
ミ 令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年  月  日

4=   月   日高和 正純

10 監 事

タナカ :アツシ

田中 敦

令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

年 月

月

日

日年

∈)監事

⌒

Q里ジ 監事



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11

コント
゛
ウ マサタカ

理事

近藤 正隆

令和 5年 4月 1日

令和 6年 3月 31日

月

　

月

年

　

年



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこ 」り家族会連合会

氏   名

1

NPO法人から ,こ ろセ
ター

代表 伊藤 正俊

2

長岡フェニックスの会
顧間 中垣内 正和

3

KHJ広島もみじの会
代表 藤岡 清人

4

NPO法 人 浜松てくてく
代表 山本 洋見

5

N門法人 大阪虹の会
理事 日花 睦子

6

KHJはぁとぴあ家族会
理事長 高和 正純

7

KHJ北海道「はまなす」
事務局長 田中 敦

8

KHJ高知県親の会「や
ろ鳥」の会
会長 坂本 勲

9

KHJ東海 NPO法 人 なで
この会
理事長 田中 義和

10

KHJ兵庫県宍粟支部 
まわりの家家族会
代表 前野 伸輔

11

12




